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「アジアでの日本製品の評価」

アジアの中間層、富裕層人口の増大は、各国の家庭関連製品の消費を飛躍的に伸ばしています。その中
で、日本製品の市場での動向は単なる量の拡大だけではありません。その特長を、今後の市場での販売拡
大の可能性を考えながら、以下の例でみてみたいと思います。

インドの乗用車の販売市場においては、インド国産の廉価車が２００９年に発売され、当初は大きな人
気を博しました。しかし、２０１０年１１月の販売状況をみますと、インドにおける乗用車全体の販売高
は前年同月比２１％増となりましたが、この廉価車については同１７％減でした。これは発売後に続いて
発生した部品の故障、自然発火等による買控えの影響があると言われております。一方日本のメーカーは
同３０％超の増加でした。これは日本メーカーに対する安全性、信頼性が評価されている証左でしょう。

家庭内で電力の消費量が多い電化製品の一つにルームエアコンがあります。世界のルームエアコンの年
間需要台数は約６０１１万台（２００９年）、このうち中国は都市化の進展に伴い約２４７０万台を占め
ると言われています（※１）。中国では電力事情は良くないため省電力は大きな課題です。そのため政府
は２０１０年６月から「ノンインバーター機への規制」を強化し、インバーター機への移行を促進してい
ます。インバーター機の特長は消費電力を約３０％少なくでき且つ静粛性があることで、普及率は日本で
はほぼ１００％ですが、中国全体ではまだ普及の途上です。このインバーター技術は日本のメーカーが得
意とするものであり、この分野での市場拡大が期待されます。

また中国の都市部における洗濯習慣に関して、花王グループによる調査（※２）では、「洗濯機の上海、
北京での普及率は９７％。しかし、約９割の家庭は洗濯機と手洗いを併用し、洗濯機を使う頻度は平均週
２回、手洗いの頻度は週４～６回が６０％、また「『すすぎ』は洗剤がきっちり落ちるまで行なう」との
報告がなされています。洗濯の際、特に「すすぎ」には大量の水を使用します。都市化、経済成長が進む
中国では水は貴重であり、国家レベルの課題です。そこで、花王は高い洗浄力と「すすぎ」を１回で済ま
せられる衣料用液体洗剤を昨年９月に商品化し、中国政府認証機関から国家節水認証マークを獲得しまし
た。この節水対応洗剤の市場での浸透により、省水商品として市場拡大が図られると考えます。

ただ、日本の製品はまだアジアを席捲しうるには至らず、市場での認知度は未だ深くない分野がみられ
ます。例えば、インドでの調査では、日本のファッションや食分野への接触機会が少なく、「日本につい
て知っていることが一つもない」との回答が30％に達するなど、有効なプロモーションが行われていない
ケースがあります（出所：通商白書2010年）。このようにアジアの家庭関連製品の市場は、日本企業に
とってその特性を生かし、アプローチの工夫次第で、まだまだ開拓・拡大の余地が充分あるといえます。
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（注）本コラムは、マネックス証券Web-Site「マネックスラウンジ」の「マネックスメール」に掲載され
ている「スパークス・アセット・マネジメントの『SPARX Way』」をもとにスパークスが作成した

ものであります。また、上記は株式投資に関して理解を深めていただくためのものであり、特定の

有価証券を推奨しているものではありません。

（※１）社団法人 日本冷凍空調工業会「世界のエアコン需要推定」２０１０年４月より
（※２）花王グループが２回にわたり、上海、北京の６００～８５０世帯を対象として実施した調査で

２０１０月７月、８月に発表されたものです。
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